
2()22/11/15

滑川市の学力向上の取組について
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令和4年 11月 16日 朝来市議会行政視察資料
滑川市教育委員会

滑川市の概要 ①立地。地勢

滑川市は、富山県中央部のやや東北に位置しており、面積は
54.62平方キロメートルです。

北西は、「天然の生贅 (い けす)」 と称される日本国内随―の魚介
の宝庫で、「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟している富ib湾に面
しています。

東には鋼岳を源流とする早月川が流れています。

市域は、県南東部に広がる3,000メ ートル級の「北アルプス」立
山連峰を背景にして、早月川と上市川に決まれた扇状地の上に形
成されてヽヽます。

滑川市を含む宮山県東部と宮山湾は、多彩な地質と地形を有して
いることなどから、「立山黒部ジォパーク」として認定されています。
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滑川市の概要 ②沿革
平安時代から室町時代にかけて、現在の滑川市城を中心とする地域は

京都・紙園社 (ぎおんじゃ)の荘回「堀江荘 (ほ りえのしよう)」 で、穀倉地
帯として開発されました。

戦国時代を経て、豊臣秀吉の天下続―後、現在の滑川市域を含む新川
郡などが、戦国大名・前口利家 (ま えだ。としいえ)の領地となりました。
特に沿岸の旧町部は北陸街道沿いにあり、江戸時代には加賀藩の宿場
町として栄えました。

明治時代から大工時代にかけては郡役所が置かれ、中新川郡の政治・

経済の中ヽ地として発展しました。

1953年 11月 l日 、滑川町を含む 1町 6村が合併し、翌 1954年 3月 |

日に市制を施行。現在人口約3万 3千人を擁する都市に発展しています。

③産業。経済

内随―の「ものづくりのまち」となってヽヽます。

2

現在は、古くから盛んな農業やホタルイカ漁に代表される漁業に加え、
医薬品や建材など幅広い品目で製造業も発展。数多くの企業が本社
や製造拠点を置き、1人 当たりの工業製品出荷額は宮山県内 1位の
844万 円 (※ 平成26年工業統計調査の確定値から算出)と 、富山県
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④民族。文化
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④民族。文化
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滑川には、俳人・松尾芭蕉が立ち寄ったとも伝わっており、藩政時代か
ら現代に至るまで、俳句が盛んです。

3

滑川市には古くから受け経がれてきた民俗行事や文化が残っています。
滑川沖の海中にあるとされる龍官 (り ゅうぐう)城伝説にちなんだ「ふるさと龍宮まつり」

が毎年7月 中旬に行われ、住民が、藩政時代から受け継がれてきたとされる民謡「新川古
代神 (に いかわこだいじん)」 を踊り流します。
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毎年7月 31日 には、中川原の海岸 (通称・和口の浜)で厄除けや無病息災などを祈願す
る火祭り「滑川のネブタ流し,(国指定重要無形民俗文化財)が行われます。

l

`」
ノ

「

「

,

一
■



20122/11/15

⑤観光。特産

富山湾のうち、滑川市沿岸を中ヽとする―帯は「ホタルイカ群遊海面」として国の特別天
然記念物に指定されており、毎年3月 から5月 の未明に実施される「ほたるいか海上観光」
では、網にかかって青自く光るたくさんのホタルイカを観光遊覧船から眺めることができま
す。

ホタルイカをテーマにした世界で唯―の施設「ほたるいかミュージアム」があり、漁期の間
は生きたホタルイカが発光する様子を施設内で間近に観察することができます。

海洋深層水を使ったタランテラピー (海洋療法)を体験できる「タラツ
ピア」や、海洋深層水を手軽に手に入れられる分水施設「アクアポケッ
ト」があります。市内では海洋深層水を使った製塩も行われており、ミネ
ラル豊富な海洋深層水の塩を手軽に手に入れることができます。

⑤観光。特産
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⑥市イメージアップキャラクター

ホタルイカをモチーフにした「キラリ
ン」「ピッカ」の姉弟のキャラクターがお
り、市役所が発行するさまざまな煤体
のほか、滑川市関係の商品にデザイン

されています。また、市内外の数多くの

イベントにも登場しています。

滑

“

:市イメージアッ7キャラクター

キラリン     ピゥカ

滑川市の小。中学校

小学校が7校、中学校が2校あります。

寺家小学校

口中小学校

東部小学校

北加積小学校

東加積小学校

南部小学校

西部小学校

245メ、

220ノく

340フに

181メ、

5:メ、

:39メ、

431メ、

滑川中学校

早月中学校

5,1人

309人

小学校名 児童数 中学校名 生徒数

只

）
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本 日お話しする内容

滑川市の教育について

・ 科学・理数・ものづくり教育の充実について

「科学の時間」について

・ 今年度の学力向上の取組について

滑川市の教育

◎健全な心を支えるたくましい体

.0 0
1)12`f、
´ ″ヽヽ◎人間の生き方を考える優れた知性

6

◎自然と芸術に親じむ豊かな心

滑川市教育大綱

三大 目標
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滑川市の教育

基本方針

1 ふるさと滑川を支える人づくり 0 0

3結婚、妊娠、出産、子育て、教育の切れ日のない支援

4図書、情報等を通じた人がいきいきと交流するまちづくり

5防災と危機管理による安全な教育社会環境

ふるさと滑川を支える人づくり

市民一人当たりの製造品出荷額

県内第1位

尋

7

1

2心と体の健やかで元気な社会づくリ

:望:=:K!幽:星二五温』上:型菫 :壁:生:こ」螢
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ものづ<りの町

科学・理数・ものづくり教育の推進
(科学の時間)



平成27年度 平成28年度 平成29年度

理数教育推進
(検討)委員会

滑川市理歓教育推進検討委員会
発足・開催

滑川市理数教育推進検討委員会
開催

推進校/特例校
理数教育推進校(3小学技 ) 理数教育推進校(3小学校 )

教育課程特例校の申請

教員等の配置
理科専科教員配置
観察実験アンスタント配置

理科専科教員配置

観察実験アシスタント配置

理科専科教員配置
観察実験アシスタント配置

備品拡充
理科.算数・数学備品の整備
ICT機器の整備

理科.算数・数学備品の充実
ICT機器0活用

外部との連携
・企彙見学 出前臓象 .

滑川工場倶楽部との連携
北陸戦実セカ閲発大学技との連携

清川工場倶楽部との連携

富山機電工業会との連携

リアルサイエンスとの連携
北睦聴黎能力開発大学校との連携

県内外の講師による日前授業

滑川工場倶楽艇 の連携
富山機電工業会との連携
学びの創造塾との連携
北睦聰業能力開発大学に の連携
県内外の講師による出前授業

教員研修
ICT活用研修 理科教材活用研修 .「 科学の時間」

研修会.lCI活用研修

その他
テレビ寺子屋番組作成
茂木健―郎氏の議演会

科学・理数・ものづくり教育の充実 (H27～ H29)

科学・理数・ものづくり教育の充実 (H30～ R2)
平成30年 度 平成31年 度 令和2年 度

理数教育推進
(検討)委員会

滑,1市理数教育推進委員会開催
カリキュラム摯 材構耐.テレビ寺子E
番組作成

′0川市理致教育推進協議会開催
カリキュラム.教材検討.テ レビ寺子屋
番組作成.ICi活 用推進都会

滑川市理数教育推進協議会開催

カリキュラム撤 材検酎.テ レビ寺子巴

脅糧作成.IC嗜用推進部会

推進校/特例校
H30スタングード集作成
校:1別 共通学晉単元11尋 計画作成

R元スタンダード集(H3')残 り)

「科学の時間」アンケート(児菫生徒用)

スタンダード集摯 種別共通学雪単元指
導計画の見直し
r科学の時口」アンケート嗜 生徒用)

教員等の配置
理科

“

科教員.小 中一貫コーデ.観察
実験アシスタント配置.PCコーデ小巡ロ

理科,科教員.小中一貫コーデ.観察
実験アシスタント配置.PCコ ーデ小巡回

理科,科教員.小中一貫コーデ.観察
実験アシスタント配置.PCコ ーデ小巡回

備品拡充

特別支援学級における:CT級青の充実
lCT夕■の活用
]CT崚青慟品の充実

特別支

`l学

級における[CT崚冑の充実
ICT夕■.PCコ ーデの活用
ICT教 育哺品の充実
プログラミング教育用機材の輸入.活用

特別支級学級にЫ する[CT教育の充実
ICI軟青 .PCコ ーデの活用

ICT教育籠品の充実

実験執材の購入.活用

外部との連携

滑
"1工

場倶楽部との連携
富山機■工棄会との連携
北睦喘葉能力開発大学校との連携
県内外の講師による出前授業
水産試験場見学 .ク ルージング
ワンダー.ラボ,出 1嗅験教

=」プログラミング学習(PCコーデ)

′1川工場嗅楽疵 の連携
富山検電工業会との連機
北隆聴秦籠力開発大学校との連携
県内外の構師による由前授業
水産試験場見学・クルージング
ワンダー・ラボ「出前実験教菫」
プログラミング学習(PCコーデ)

清川工場倶楽都との連携
富山機電工業会との連携
lt陸崚葉能力開発大学校との連携
県内外の講師による出前授業
水産試験場見学 .クルージング
ワングー.ラボ『出1,実験教菫」
プログラミング学習(PCコーデ)

(企 彙見学 出前授業,

教員研修
理科教材活用研修.「科学の時間」研修
会.プログラミング教育研修会

理科教材活用研修.ICT活 用研修.プロ

グラミング教育研修会
理科教材活用研修 .「 科学の時間画 僣
会.ICT活用研修.ICT活 用研

"会
.プロ

グラミング教育研修会

その他 テレビ寺子量番組作成

8
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滑川市理数教育推進委員会開催

特例的な教育線理 (′ |ヽ中一貫のカリキュラ
ム)‐全引漿「科学の時間」を実施

理科.算数・数学備品の整備

テレビ寺子屋番組件成 テレビ寺子屋番組作成

テレビ寺子量番纏作成 テレビ寺子屋番組作成



L 科学・理数・ものづくり教育の充実 (R3～現在 )

令和3年度 令和4年度

理数教育推進(検

討)委員会

滑川市理藪教育推進協機会陽催
カリキュラム.テレビ寺子量番組作成

`]活
用推進協議会開催

′■川市理数教育推進協綸会開催
カリキュラム

ICI活用推進協議会開催
活用推進委員会

推進校/特例校
スタンダード集漱 種別共通学習単元指導

'1画

の見直し
「■学の時口」アンケート(児童生徒用,

スタンダード集謙 種別共通学習摯,誦尋

"画
の見直し

い 時間」アンケート(児童生掟月)

情報モラルカリキュラム作成
デジタルドリルの選定

教員等の配置
理料●料教員.小中―■コーデ議 案実験
アシスタント配口.PCコ ーデ小巡回

理科車科教員.観察実験アンスタント●置 PCコーデ小巡回

備品拡充

特別支級学級における:CT教育の充実
ICi像青.PCコ ーデの活用
lCTを活用した教育の充実
実験傲材の嬌入.活用

外部との連携
′企負見学 出前授業

'

力川工場倶楽都との連携

=山
機電ェ業会との連携

北陸職葉催力開発大学校わ 連携
水産試験場見学 .ク ルージング
ワンター・ラボf出前実験教室』
プログラミング学習(PCコーデ)

′0川工場倶楽都との連携
富山機ロエネ会との連携
北睦職業能力開発大学校との連携
県内外の講師による出前崚葉
水産試験場見■ クルージング
ワンダー・ラボ咄 前実験教奎」

プログラミング学雪(PCコ ーデ)

教員研修
理●教材活用研修 .『 科学の時口」研修全 .

オンライン教育研修会.教員向けIC]活用

研俸

理科教材活用研修 .「 科学の時間コ 修会 教員向けIC]活用研修

その他 テレビ寺子屋番組作成 令和のとやま型学力向上フログラム研修会

科学の時間の目的
0 ●

ヽ―,t`

②

“ものづくり滑川"の
1詈来を支える人材の育成

体験的活動等を重視した主体的、対話的な深い学びの

展開

豊かな自然を活用した学習によるふるさとを愛する心

の育成

食育や環境教育、プログラミング等の学習による自然

愛護や生命尊重の心、情報化社会に生きる力の育成

③

④

9
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実験教材の購入.活用 特別支級学級におけるICT教育の充実
自 教育.,Cコーデの活用

lCTを活用した教育の充実

「



◆小・中学校9年間の一貫した教育として実施
→設置者 (清川市)の判断で特別の教育課程として実施が可能

※ 学校教育法等の一部を改正する法律の施行 (平成28年4月 1日 )による

◇ 小・ 中一員教育のための組織

中学校区ごとの「小中一貫型の学校 (併設型小 。中学校)」 として連携
滑川学園……滑川中、寺家小、田中小、南部小、西部小

早月学園……早月中、東部小、北加積小、東加積小

・ 各中学校長が学園長
・ 学園内の学校合同による協議会

→小中9年間の系統性を確保 して教育課程を編成

特別な教育課程

地域や人からの学び・支援

飼

育

・

栽

培

小・中 9年間を貫 く
「4つの柱」

4つの柱を包括する
地域や人からの

学び 。支援

小中一貫のカリキュラム

10
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学 年 年間時数
「科学の時間」に移行する時間(X)

生 活 理 科 図 エ 総 合 数 学 技・家

小学1～ 2年 5
:

▲ 3
:

▲ 2

小学3～ 6年 35 : ▲ 10 ▲ 5 ▲ 20

中学1～ 3年 35 : ▲ 10 ▲ 10 ▲ 5

(※ )授業時数を移行 した教科の学習指導要領に定められている内容事項は、
すべてその教科や特別の教育課程 (科学の時間)において取 り扱う。

授業時数について

2022/11/15

「科学の時間」の学習内容

② _同題解,却咀裡望ヨ)_ な学習

③ 発卿 ,な学習さ_知識を深める学習_

④ 蚤麹 内容を含科山二憶断的二総含曰嘔 扱う学習_

⑥ 塾型コК重複セていう内容を重生めK効塁的に■つ営買.

X_`黛″重な″1__4■1落猫

"″

1燦蟹妻″1で鼠″_

11

◇小中一貫教育として行う教科
新教科「科学の時間」を上菫■生から虫皇ュ生で実施

く科学の時間の授業時数>

▲ 10

◇ 「科学の時間」で扱う内容

① 」電昆ヨ奎_1蘇1駐二焦習_1_●Q'く_り蟻lQf型脚飩在日勲_

`

● 彙

″

′ ヽ
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◇ 「科学の時間」を正 しく解釈 し、計画する

複数の教科の授業時間数を移行しているが、学習指導要領に示されて

いる内容はすべて履修 しなければならない。

これまで総合的な学習の時間で行つてきた取組を振り替えたり、それ

ぞれの狙いを融合させた取組としたりする。

これまでも推進 してきた科学 。理数 。ものづくり教育の内容を「科学

の時間」としてカウン トする。

宿泊学習や修学旅行での自然体験活動やものづくり活動も体験を重視

する「科学の時間」としてとらえる。

各教科で学習する内容を、合科的・ 横断的 。総合的に扱うことで主体

的な学びや問題解決能力を養う。

②

③

④

⑤

実施する上での留意点

科学の時間つて具体的には

どんな勉強をするの?

12



科学の時間のよりどころは "・

R3年 度 版

「 科 学 の 時 間 」 |こ お け る

餃 種 別 共 通 単 元 指 B計 画

R3年 度 版

「 科 学の 時間」 ス タ ンダ ー ド集

科学の時間単元指導計画 科学の時間スタンダード集

2()22/11/15

清川市理歎教育推進協議会 (カ リキュラム部会 )

'科
学の時間」市内小学校での人工の活動内容

※(●1を作るかは,lに決める.

合i15h
ものづくり・おもちゃづくり・・・ 5h

命■15h

匠愛∃
ものづくり つくつてあそぼう てこま〉

つくつてあそぼう (ゴム)

.5h

※動 くおもちや

自然競彙・・・ 4h(2h+2h)
※春と秋に校鷹や学校岡辺の生き物を観察する

昆虫 ・・・ 5h
※モンシロチョウと自分のイてたいえ虫の飼,
おもちゃづくり (日‐ゴム・磁石

".・
10h

※学習したことを生かしておもちゃを製″する

●自由2■ 16h

自然観察

日す・裁培

ものづくり

=:19h
合計 35h

13
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小 |

「

~顧~1
| ■ 1  1 中2小 2 1 小3 小 6 い

,｀
・`

1 肇元名・踵,名
滑川0の地形について知ろう

2 時数

3時間 自離●菫

13学ξ尋轟iあ五百i;「

~~~~~~~~~~~~

1憫 面を流れる水や地面の饉子に興味をもう.流れる水のはたら

|■貯

と

'■

|●の地形やⅢ の観光奏で●く人●[田味をも,

_ | ~ヽ

1

きについて違んで詢べようとしてぃ、
意欲的にnべたり関わろうとしたりしu

L=笙璽,水を議レ 流れる水と咆面の11子の奎
``を

臓べ.絶彙を|

|五 ヨ頭覇蒟あ粛百
~~~~~~~~~ 記録している.

―
(1)●輸の事儡詢

`事

前学3,滑川市の地形 早月川凛状地について郷ろう。(1時間)

は 学習】キラリン3に乗船して.旱月川扇状地の様子を観察しよう.〈イ時間)

憲ξFら
崚上の様子を目察する。早月川扁伏地や0配の饉子を,鑽し.お低鋤

|

【

“

後学習】早月リ るに冤す 集■,を め . 人々の努力0願ι も えをヽ う .よ

早月 集め .

14
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自然観察

例えば・・・5年生 滑川市の地形について知ろう

0麹盤望皇雌駐

「ジオパーク副読本」を活用し、滑川の大地が

扇状地から成り立つことを学′Sヽ。

0塾験皇習墜壁2し塑 堕二2ング■⊆菫■2
扁状地から成り立つ滑川の地形を、海上から

俯欧的に捉える。(子供たちに解説できるように)

※ジオパーク協会に講師を依頼することもできる)

◎皇後皇贄⊆自馳

副読本も活用しながら、分かつたことや気付いたことをまとめる。

興味のある児童は、自由研究の課題として取り組むこともできる。

。●レ

地域や人からの学び・支援

4つの柱を包括する
地域や人からの

学び・支援

小中一貫のカリキュラム

15
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活

動

小・中 9年間を貫く
「4つの柱」



6 授業のB意点.多者文証■

して.早月川に関する●料を実め.詢へる.

|  ・強 めりかつのシオハーク」(ジオハーク0“ 1本 )

|  ・「扇状地」|こ ついては.中学校
'こ
の学習内容である.実はに流水実験をしてみたり.図を用いて

,   脱

"す
るなこの補足が必要である.

・キラリン3では.大きな揺れが予想され.当日詳しい続朗ができないことこある.事前学習を行い.

予め.渇上からモ上を観察する観察の嶼点を与えておくとよ|
1滑

"|●

6R*,tA., ) AEL (6X5' E9ED6,J. itr'ul弧を饉いた覇ホ
'・

が一望てきる.″  近璃 咬は.ビひ. するとよι

らき」と関連付けて学習を進めるとよい.「浸食・運燎・饉11」 の3つのは ,

たらきをもと|こ 者えると.早月‖l E* , rnfitt u1aftryA< 6 r.aaaBPa+t)tJ E6Z,
哺 流な早月川に関する0碑 .。堤喝. €:l e. .El lrnr:r.<dluf a !A. ,nt\-rB$:t) i利用することで.自分にうの身近なi[躊 |こ より曰を向けることができる.当時の人々の努力を者

|

えながら.学習を進めることができる.

事前争習の昭は.「グストティチャ_」 を活用すると有効である.立山扁郡ジオパーク協会の■円員'0ガイドと鮨師をぁ師として依頼てきる● 学の時間出前授業バンク,策 ).1員田は50000.交通■10oo円である.直接.間い合す)せてかまわないo米ほた0いかミユージアムの小ヽさんもガイトが可能である.

ロロ :L=ヨ】【]Z口E:日■■■■

副読本:なめりかわのジオパークも併せて活用を

ど
'や

ってて,たの
'■

,1の大地 _‥
“
L

,

●●, こ●●.| ´
`●

,,,

●

目
ヽ

…
Lい―
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探究的な活動 &ものづくり

例えば・・・4年生 |ぎく。わたしのスーパーカーを走らせよう

速く走る電気自動車をつくうう(科学)

モーターとプロペラを使つて実験 ―薔速い車を目指して実験

′

●
r

■●

●′‐

｀ ヽ

tヽ蒟
.′
γ

‐
`^

´′́でゴ
ン

2時間で実施 5時間で実施

2022/11/15

地域や人からの学び・支援小 。中 9年間を貫く
「4つの柱」

4つの柱を包括する
地域や人からの

学び 。支援

小中一貫のカリキュラム

17

乾電池の数やつなぎ方を変えると?(理科 )

、:‐

中
　
９

間
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り
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，

“

場

た
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中
総合

■■■■
■■■■ 科学の時間

闘エ

理科の実験・観察をふくらませて実施

子供たちの科学の日・芽の育成

例えば・・・出前授業 「ホタルイカの解剖」、「プラ板の性質」

18

(実験・観察 )

理科

●   ●

`

「
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地域や人からの学び 。支援小・中 9年間を貫 く
「4つの柱」

4つの柱を包括する

地域や人からの

学び・支援

小中一貫のカリキュラム

●盗起 1幽L畦 左L色墨 鰤 建垂 色

①  「科学の時間」を小中一貫のカリキュラムのもとに進めるため、校種

別共通学習単元を各校の年間指導計画に反映させる。

② 授業者は評価規準を意識しながら、活動を工夫じアレンジすることが

望ましいが、負担となるような場合は、「科学の時間学習スタンダード

集」の活用を勧める。

③ 取り組み内容やその他活動の細部については、各校の状況に応じ各校

の創意を生かした特色ある取組を実践する (「科学の時間」の基本線を

外れていなければ問題はない)。

19

2022/11/15
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計画・実施する上での留意点
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0舌動の」瓢■ _選埜菫盾Eで≦2ヨ餃箋壼慮二登ニメL
① 学習指導要領で示される各教科の内容を必ず履修する。

② 科学の時間の取り組み内容や活動の細部については、各校の状況に応

じて各校の創意を生かした特色ある取組を計画する。

③ 小。中学校で体験活動や見学場所の重複がなされないように考慮する。

④ 同じ場所の見学を行う場合には、児童生徒の発達段階に応じて活動内

容や視点を違わせる。

そのために、滑川、早月の両学園部会を開催し活動内容の情報交換を行うこと

が必要

計画・実施する上での留意点

20

ぐゴ舌里I並杢⊇童ユiE【堕薩全こと

① 出前授業では、外部講師等との事前の打ち合わせを十分にとり「科学

の時間」の趣旨を講師に理解していただくことが大切。

2 単発的な活動になり、他の活動や教科との関連性が不明確にならなしヽ

よう|こ配慮する。

31 児童生徒の力を超えた高度な内容であつたり、学校が「科学の時間」

として求めるものにそぐわない内容であつたりしていないか、振り返り

と改善を行う。

計画・実施する上での留意点



評価について

◇ 通知表・指導要録への記入

① 通知表。指導要録には、児童生徒の取組から文章記述する。

② 通知表は外国語が教科となる令和2年度に様式を変更するため、それま

では小学校は総合所見欄、中学校は別紙に記入し通知表に挟み込む形をと

る。

③ 指導要録には、小学校は総合所見及び指導上参考となる諸事項の欄に記

入し、中学校は学習の所見に記入する。

④ 中学校3年生での高校入試調査書には、「科学の時間」の評定はしない。

2022/11/15

目
科学に関する理解
観察・実験.ものづくりの技能

…

■

・自然や身の回りの事物観 像の原理や
規則性年について理解している。
彎 察嗅 験や調査活動を適切な方法で
実施している.

・科学の,理や規則性を利用したものづく
りにおいて.正 しく安全に道具を使用し.

能率よく作業を進めている.

・体験活動や探究活動を通して問題を見いたし.

問題解決の手順に沿つて凛 察・実験.調エ
その結果を考軋 て表現している.

・活動に関わる他者の意見や考えを聞く中で.

自分自身の考えをつくり上げていこうとする.

・自然に規しみ.身の回りの事物・現夕に違ん
で関わt,.それらを調べていこうとする。
・科学の時口で学晋した内容や経験をむにし
て.生活に生かそうとする.

科学の時間の評価の観点及びその趣旨

21

体験活動探 究活動における

思考・判断 .表現

自然■ +・ものづくりに
対する態度

●
●
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小学校 1、 2年生は年間5時間なので時間割に表記 しなくてもよい。

② 小学校3年生～中学校3年生は、年間35時間 (週当たり1時間)なので、

表記することができる。表記の仕方は学校|こよつて工夫してもよい。

③ 校外学習や、ものづくりの学習などで数時間連続して実施したりまとめ

て指導したりすることもあり得る。

(例)キラリン号クルーズ体験と水産研究所の学習に3時間要した場合「科

学の時間」で3時間学習したこととする。

時間割表への表記等について

「科学の時間」の指導のための取組

◎「科学の 時 ]研修 Zゝ
(4月 )2=

滑川市に初めて赴任した教員 (悉皆)対象。「科学の時間」についての基
本的な研修を行う。

◎滑川市ふるさと・ジ パーク研修会 (6月 )

滑川市に初めて赴任した教員(悉皆)対象。市内の歴史・文化施設、ジオ
ポイントを見学し、授業や校外学習に役立てる。

0理挫数匿憂団艶髪当壺当量壇盪
・県総合教育センターの「理科実験・観察訪間研修」を活用した研修
・各校の要望に応じた理科備品・教材を使用した指導法についての研修

22
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「科学の時間」アンケート結果(R3)

間1科学の時間の勉強は好きですか。(間2わけ 自由記述・別紙 )
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1年 2年 3年 計

:E 4E 5年 6年

~~~1 1

計 I CI観察 29 2% 22 1% 22. 41t 24. 4X

C観察 2, 7え 42.01 313% 82.21` 82.0% 74.4%

0実験 60.4剛 71.3, 762% 52 5% 4, 2% 61.0% 54.4%

③ものづくり 6, 7R 62.,ヽ 30.1% 23.4% 3,.01` 31.0%

24.0% 10.5%

「科学の時間」アンケート結果 (R3)

~~~~¬

計 |
1年 2年 8年 計3年 4年 5年 6年 ~~~~¬  |

331」 l⊆)量ι窒 13.6% 11.2, 14.8% 13.2%①観察 38.6ヽ 399。 31.8ヽ 2291

②実験 709ヽ| 7,9ヽ : 65 1% 72. 1, 66.4% 68.011ι74.3ヽ 81.0ヽ

③ものづくり 9111, 6721 578ヽ 67 1ヽ づ ヤ
,

76.1

64 48 8% 61.41 49.8% 60. 1%

@ueaie*. p+ I g.gt 49.11 554ヽ 368ヽ
|「

39.幽|l④出前授業.見学 .議演 27 5,| 37.0, 19.61, 28.1%

:13問題を探究する活動 19.2% 21.0,

興味や関心をもったものは何ですか。4「科学の時間」で行つた観察や実験.ものづくり

208. 7% 208 6%

2130%

180 ,lll

● ■

/‐~~¬

ヽ  ~

R2
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23. ?s 31.3c Ie\aB 7,.4%

77■車1上国礎用のづくり ~
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「科学の時間」アンケート結果 (R3)
固5科学の時口で学習したことは将来自分の役に立つと3いますか.

年

　

　

年

　

　

年

0'`   10'`   20,6   30,`   40,`   50,`   60,`   ,0%   80%   90,`   100,`

1年

,年

,年

0% 40'`   '0'`   60%   70X,   80,`   90X,   1,0%
◎どちらかといえば長に立たない ●0役に立たない

■ ■

●②どちらかとt

問 2:問
'「

科学の時間の勉強は好きですか」のわけを書いてください。」
|ヽど ば好きか どちらかといえ い

「科学の時間」アンケート結果 (R3)

ムゴムカーを改良したり.どうしたらゴムゴムカーを遠くまで走せられるかを考えたりするのが楽しかった。
.が1番楽しかつたのは、虫の体はどうなつているか観察したり.私がまだ知らない実験をしたりできたから.

ろヽんな言葉を知つて意味も分かるし.私が調べた根の働きにも普段聞いたことない言葉がたくさんあったから

いことを分かりやすく教えてもらったり、一人で実験する時間があつたりしてやりやすかつた。
こ植物の観察や.ゴムを使つた実験の時間が楽しくて.疑間に思つたので胡べたくなつた。

(D②知らないことを実験して分からないことを嗣べたり、みんなと一緒に話したり考えるのはとても楽しいから.

CX2),実験をしたり、詢べたりして知らなかったことが分かるようになるから.

CC)みんなと―結に工失したりして楽しいし.みんなと協力して話し合つて頑張るから。
CC)実験や、プログラミング、昆虫などが、とても好きだからです。
③②上くコ堡菫え工、と2しここ2と在の力ヽ理」」笠壼るゝ|」と_

(1【2と:う1´[⊆ニユ奎21=」iΔ、ヨレ
``“

■」
=L_

になつた.

24
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「科学の時間」の成果

児童生徒の身近な科学の話題やものづくりへの、興味・関
心の高まりやきつかけをつくることができる。

他教科との横断的な学習内容にすることで、主体的に取り
組むことのできる学習課題を設定でき、生きて働く知識の獲
得や技能の向上につながる。

ものづくりでは、友達の取組を参考にしながら試行錯誤し、
学び合いの場面を設定することができる。

発展的な学習内容には、外部講師による出前授業をうまく
活用して、学習した内容をより深めることができる。

|

令和のとやま型教育推進事業について

趣旨

・求められる教育の理念の理解と具現化

(学習指導要領の確実な実施)

・実践共有による県全体の意識改革・教育の質の向上

実施方法

市町村教委を研究主体とし、県内15市町村による報告会を
実施してHP上で公開する。

25
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令和のとやま型教育推進事業について

本市の方向性

・基礎的読解力〈読み解く力)・ 数学的思考力・情報活用能力

等の育成

・道具としてのICT活用

義務教育9年間で全ての教科等に関わる基礎的・汎用的な
能力である「読み解く力」を育成し、一層の学力向上を図る。
その際、ICT機器を効果的に活用する。

2()22/11/15

令和のとやま型教育推進事業について

具体的な取組について

①児童生徒の「基礎的な読む力」を測るテストを活用した

実態把握

②子供たちの読み解く力の実態から指導の弱点を把握

③授業つくりと教材開発

④小中学校9年間を通した指導計画の開発

26
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子どもたちに求められる学力

固遷睦壼り壺二る資豊宣能力豊主 【壼含奎L豊⊆≧であり、これを
個性を生かす教育の中ではぐくむことが肝要である。

0 0

 ヽ1

(文科省HPより抜粋 )

生童【皿CG裁及至基灘■コル董_皇壺甍硲量玉_自基癒』睦遍̀
付け、学び、主体的 | 判 断・行 動し、問題を解決する「確かな

当
=2■

1が・・・・。 (市総合計画より抜粋 )
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